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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近端信号に合わせて特定周波数帯域の信号を生成し該近端信号に加算して送信信号とす
る第1ステップと、
　受信信号を、該特定周波数帯域の信号とそれ以外の帯域の信号に分離する第2ステップ
と、
　該第2ステップで分離された該特定周波数帯域の信号に基づいてエコー区間を検出する
第3ステップと、
　該エコー区間のみ該近端信号に基づいて該特定周波数帯域以外の帯域の信号におけるエ
コー成分の除去又はレベル検出を行う第4ステップと、
　を備えたことを特徴とするエコー処理方法。
【請求項２】
請求項１において、
　各ステップがディジタル信号により実行され、該送信信号がアナログ信号に変換されて
2線-4線変換器に入力されるものであり、該受信信号が2線-4線変換器から出力されてディ
ジタル信号に変換されたものであることを特徴としたエコー処理方法。
【請求項３】
請求項１又は２において、
　該第1ステップが、該近端信号に音声が含まれているか否かを判定するステップと、該
近端信号に音声が含まれていると判定したときのみ該特定周波数帯域の信号を生成して該
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近端信号に加算し該送信信号とするステップと、を含むことを特徴としたエコー処理方法
。
【請求項４】
請求項１又は２において、
　該第1ステップが、該近端信号の電力を計算するステップと、該近端信号の電力に基づ
いて該特定周波数帯域の信号を生成し該近端信号に加算し該送信信号とするステップと、
を含むことを特徴としたエコー処理方法。
【請求項５】
請求項１又は２において、
　該第1ステップが、該近端信号のスペクトルを求めるステップと、該スペクトルを該特
定周波数帯域のスペクトルに変換するステップと、該近端信号のスペクトルと該特定周波
数帯域のスペクトルとを加算して時間領域に変換し該送信信号とするステップと、を含む
ことを特徴としたエコー処理方法。
【請求項６】
　近端信号に合わせて特定周波数帯域の信号を生成し該近端信号に加算して送信信号とす
る第1手段と、
　受信信号を、該特定周波数帯域の信号とそれ以外の帯域の信号に分離する第2手段と、
　該第2手段で分離された該特定周波数帯域の信号に基づいてエコー区間を検出する第3手
段と、
　該エコー区間のみ該近端信号に基づいて該特定周波数帯域以外の帯域の信号におけるエ
コー成分の除去又はレベル検出を行う第4手段と、
　を備えたことを特徴とするエコー処理装置。
【請求項７】
請求項６において、
　各手段がディジタル信号により実行され、該送信信号がアナログ信号に変換されて2線-
4線変換器に入力されるものであり、該受信信号が2線-4線変換器から出力されてディジタ
ル信号に変換されたものであることを特徴としたエコー処理装置。
【請求項８】
請求項６又は７において、
　該第1手段が、該近端信号に音声が含まれているか否かを判定する手段と、該近端信号
に音声が含まれていると判定したときのみ該特定周波数帯域の信号を生成して該近端信号
に加算する手段と、を含むことを特徴としたエコー処理装置。
【請求項９】
請求項６又は７において、
　該第1手段が、該近端信号の電力を計算する手段と、該近端信号の電力に基づいて該特
定周波数帯域の信号を生成し該近端信号に加算する手段と、を含むことを特徴としたエコ
ー処理装置。
【請求項１０】
請求項６又は７において、
　該第1手段が、該近端信号のスペクトルを求める手段と、該スペクトルを該特定周波数
帯域のスペクトルに変換する手段と、該近端信号のスペクトルと該特定周波数帯域のスペ
クトルとを加算して時間領域に変換し該送信信号とする手段と、を含むことを特徴とした
エコー処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エコー処理方法及び装置に関し、特に構内交換機(PBX)や会議装置等におい
てディジタル回線とアナログ回線の変換器で発生する回線エコーを処理するための方法及
び装置に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　ディジタル電話機とアナログ電話機との間で通話を行うためには、ディジタル4線回線
とアナログ2線回線間の変換が必要となる。
【０００３】
　このような場合に用いられる2線-4線変換器が図10に示されており、この2線-4線変換器
1においては、そのインピーダンス不整合に起因して、内線電話やVoIP等の送信側のディ
ジタル回線からの近端信号が図示のように回線エコーLEとして、受信側に回り込む。この
回線エコーLEにより、近端送話者の音声が時間遅れを伴って近端受話者に聞こえるため会
話の妨げとなってしまうことが知られている。
【０００４】
　このような回線エコーを除去する技術として、従来よりエコーキャンセラがよく知られ
ている。このエコーキャンセラとしては、例えば特許文献1に示されているものがある。
これは図11に示すように、近端信号Asである参照信号(送信信号Ts)を、ディジタルフィル
タで構成される適応フィルタ5_1において畳み込み処理を行うことで推定エコー信号（擬
似エコー信号）Ecを生成し、この推定エコー信号Ecを減算器5_2において受信信号Rsから
減算することでエコー成分を除去する。これと同時に、エコーキャンセラ5の出力信号を
誤差信号Esとして、この誤差信号Esが小さくなるように適応フィルタ5_1のフィルタ係数
を適応的に更新する（伝搬特性の学習）。
【０００５】
　このような伝搬特性の学習を、エコーが発生していないときに行ってしまうと誤学習と
なり、結果としてエコー除去性能が低下することになる。従って、エコーが発生している
区間の正確な検出と、この検出結果に基づく学習制御が重要となる。
【０００６】
　このようなエコー区間の検出を行うエコー検出方式としては、様々な方式が従来より提
案されており、図12にその代表的な構成例が示されている。このエコー検出方式は、エコ
ーキャンセラ5に加えてエコー検出部6が設けられており、送信信号（参照信号）Ts、受信
信号Rs、及びエコーキャンセラ5の誤差信号Esを、下記(1)～(3)に示すように音響的に分
析・比較することでエコー区間の検出結果Ｄrを出力し、このエコー区間のみにおいてエ
コーキャンセラ5を駆動していた。
【０００７】
 (1)送信信号Tsと受信信号Rsとの電力差
 (2)エコー消去量(受信信号Rsと出力信号Osとの電力差)、又はその変化量
 (3)送信信号Tsと受信信号Rsとの相互相関値
　なお、トレーニング時に4線送信点に適切な周波数の信号源を接続し、4つの受信点で応
答をモニターしてゲイン係数と位相係数を求めてエコーキャンセラの初期設定を短時間に
収束可能にする初期設定型エコーキャンセラがある（例えば、特許文献2参照。）。
【０００８】
　さらに、遠端話者の送話電力が近端話者の送話電力に比べて大きい場合でも、正確にダ
ブルトークの有無を検出するダブルトーク検出方法及び装置がある（例えば、特許文献3
参照。）。
【０００９】
　さらに、構内交換機の2線-4線変換部の4線区間に設けられているエコーキャンセラによ
るエコーの抑圧度が、2線加入者線の回線の長短によって低下し通話が妨げられるのを軽
減するエコーキャンセラがある（例えば、特許文献4参照。）。
【特許文献１】特開昭64-27325号公報
【特許文献２】特開昭63-236423号公報
【特許文献３】特開平7-303072号公報
【特許文献４】特開平9-312596号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１０】
　上記の各エコー検出方式(1)～(3)では、下記の影響を受ける結果、エコーの検出精度が
低いという課題があった。
【００１１】
 (i)遠端信号による影響
　受信信号には、エコーに加えて遠端信号も含まれるので、エコー検出を送受信信号の比
較により行う場合（エコー検出方式(1)及び(3)）、エコーが発生していなくても誤ってエ
コーを検出してしまうことがある。
【００１２】
 (ii)エコー遅延による影響
　エコーは送信信号が時間遅れを伴って受信信号に漏れ込むので、エコー検出を送受信信
号の比較により行う場合（エコー検出方式(1)及び(3)）、時間遅れの補正が必要であるが
、補正を誤ると、エコー検出自体も誤ってしまうことがある。
【００１３】
 (iii)エコー消去量の低下に伴う影響
　エコー検出をエコー消去量(又はその時間変化)により行う場合（エコー検出方式(2)）
、一旦エコー消去量が低下すると、エコー検出精度も低下してしまい、この結果、さらに
エコー消去量の低下を引き起こすという悪循環に陥ることがある。
【００１４】
　従って、本発明は、遠端信号、エコー遅延、及びエコー消去量の低下に伴う影響を受け
ずに正確なエコー区間を検出することができるエコー処理方法及び装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記の目的を達成するため、本発明に係るエコー処理方法(又は装置)は、近端信号に合
わせて特定周波数帯域の信号を生成し該近端信号に加算して送信信号とする第1ステップ
（又は手段）と、受信信号を、該特定周波数帯域の信号とそれ以外の帯域の信号に分離す
る第2ステップ（又は手段）と、該第2ステップ（又は手段）で分離された該特定周波数帯
域の信号に基づいてエコー区間を検出する第3ステップ（又は手段）と、該エコー区間の
み該近端信号に基づいて該特定周波数帯域以外の帯域の信号におけるエコー成分の除去又
はレベル検出を行う第4ステップ（又は手段）とを備えたことを特徴としている。
【００１６】
　このようなエコー処理方法を実現する装置が図1に原理的に示されており、上記の第1ス
テップ（又は手段）は信号変換部2に対応し、第2ステップ（又は手段）は分離部3に対応
し、第3ステップ（又は手段）はエコー区間検出部4に対応し、そして第4ステップ（又は
手段）はエコーキャンセラ（又はエコーレベル測定器）5に対応している。なお、後述す
る2線-4線変換器1は点線で示す如く、本発明に必須のものではない。
【００１７】
　まず、第1ステップを実行する信号変換部2においては、図2(1)に示すように、近端信号
（参照信号）Asに合わせて特定周波数帯域(例えば、所定の周波数以上の高周波帯域)に制
限された信号Fsを内部で生成し、これを近端信号Asに加算することにより送信信号Tsとし
て出力する。従って、送信信号Tsのスペクトルは図示のようになる。
【００１８】
　この送信信号Tsは、上述の如く2線-4線変換器1を介して受信信号Rsに漏れ込んで来る他
、2線-4線変換器1の有無に関わらず遠端側においても、例えばスピーカ－マイク間経路で
回り込んで来ることがある。このような形でエコー成分を含んだ受信信号Rsが分離部3に
送られると、分離部3では受信信号Rsを、上記の特定周波数帯域信号Fsとこれ以外の帯域
の信号（非特定周波数帯域信号）Nsとに分離する。
【００１９】
　この内の特定周波数帯域信号Fsは、エコー区間検出部4に送られる。このエコー区間検
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出部4においては、図2(2)に示すように、その特定周波数帯域信号Fsに基づいてエコー区
間Epを検出し、このエコー区間Epを示す信号を発生して、エコーキャンセラ（又はエコー
レベル測定器）5に送る。
【００２０】
　ここで、エコーキャンセラ5の場合には、エコー区間Epにおいてのみ近端信号（参照信
号）Asに基づき非特定周波数帯域信号Nsにおけるエコー成分Ecの除去を行って出力信号Os
を発生する。また、エコーレベル測定器5の場合には、やはりエコー区間Epのみ参照信号A
sに基づいて非特定周波数帯域信号Nsにおけるエコー成分のレベル検出を行い、これを示
す出力信号Osを発生する。
【００２１】
　このように、近端信号Asに特定周波数帯域信号Fsを加算すると、この特定周波数帯域信
号Fsがエコーとして受信される。この場合、遠端信号Dsは所定の周波数帯域として、例え
ば図示の電話帯域（4kHz以下）であるので、電話帯域以上の特定周波数帯域信号Fsにはエ
コー成分Ecしか存在せず、このような特定周波数帯域信号Fsを監視すれば高精度なエコー
区間Epの検出が可能となり、以てエコー成分の除去又はレベル検出が正確に行うことがで
きる。
【００２２】
　また、上記の第3ステップ（エコー区間検出部4）は、該特定周波数帯域の信号の振幅又
は電力を、所定の閾値と比較し、該振幅又は電力が該閾値を上回る場合に該エコー区間と
判定し、下回る場合には非エコー区間と判定するステップを含むことができる。
【００２３】
　さらに、上記の第1ステップ（信号変換部2）は、該近端信号に音声が含まれているか否
かを判定するステップ（又は手段）と、該近端信号に音声が含まれていると判定したとき
のみ該特定周波数帯域の信号を生成して該近端信号に加算するステップ（又は手段）とを
含むことができる。
【００２４】
　さらに、上記の第1ステップ（信号変換部2）は、該近端信号の電力を計算するステップ
（又は手段）と、該近端信号の電力に基づいて該特定周波数帯域の信号を生成し該近端信
号に加算するステップ（又は手段）と、を含むこともできる。
【００２５】
　さらに、上記の第1ステップ（信号変換部2）は、該近端信号のスペクトルを求めるステ
ップ（又は手段）と、該スペクトルを該特定周波数帯域のスペクトルに変換するステップ
（又は手段）と、該近端信号のスペクトルと該特定周波数帯域のスペクトルとを加算して
時間領域に変換し該送信信号とするステップ（又は手段）と、を含むこともできる。
【００２６】
　さらに、上記の第1ステップ（信号変換部2）は、該近端信号のピッチ周波数を求めるス
テップ（又は手段）と、該ピッチ周波数の整数倍の周波数近傍にのみピッチを持つスペク
トルを該特定周波数帯域に生成するステップ（又は手段）と、該近端信号のスペクトルを
求めて該特定周波数帯域に生成したスペクトルに加算して時間領域に変換し該送信信号と
するステップ（又は手段）と、を含むこともできる。
【００２７】
　さらに、上記の特定周波数帯域の信号は、例えば、正弦波又は狭帯域雑音である。
【発明の効果】
【００２８】
　このように、本発明に係るエコー処理方法及び装置によれば、何らかの形で発生する回
線エコーの区間を正確に検出でき、遠端音声による影響や、エコー遅延による影響や、エ
コー消去量低下に伴う影響を受けずに、エコー成分の除去やレベル検出を行うことが可能
となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
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　図1に原理的に示した本発明に係るエコー処理方法及び装置の実施例を、以下のとおり
図面に沿って具体的に説明する。
【００３０】
 ・実施例[1]：図3
　この実施例は、本発明に係るエコー処理方法及び装置をIP構内交換機に適用したもので
あり、従って、このIP構内交換機10は、公衆網とIP網との間に設置される。このため、近
端信号（参照信号）Asは、IP網に接続されたパケット処理部11から復号化部12を経由して
得られたディジタル信号である。この近端信号Asを入力する信号変換部2は、音声判定部2
_1と正弦波加算部2_2とで構成されている。この信号変換部2から出力されたディジタル送
信信号Tsは、ディジタル/アナログ変換器(DAC)13においてアナログ信号に変換された後、
2線-4線変換器1に送られる。
【００３１】
　この2線-4線変換器1は、公衆網に接続されており、この公衆網からの遠端信号はアナロ
グ/ディジタル変換器(ADC)14においてディジタル受信信号Rsに変換される。この受信信号
Rsを入力する分離部3はローパスフィルタ(LPF)3_1と、ハイパスフィルタ(HPF)3_2とで構
成されており、ローパスフィルタ3_1から非特定周波数帯域信号Nsが出力され、ハイパス
フィルタ3_2から特定周波数帯域信号Fsが出力されるようになっている。
【００３２】
　特定周波数帯域信号Fsは、エコー区間検出部4を経由してエコー区間信号Epとして、エ
コーキャンセラ5を構成する適応フィルタ5_1に送られ、非特定周波数帯域信号Nsは、やは
りエコーキャンセラ5を構成する減算器5_2に送られる。適応フィルタ5_1は、図11に示す
従来例において説明したように、推定エコー信号Ecを出力するが、この場合、エコー区間
信号Epが発生しているとき(レベル“1”)のみ適応フィルタ5_1は駆動される。
【００３３】
　減算器5_2は、非特定周波数帯域信号Nsから推定エコー信号Ecを減算して誤差信号Esを
出力する。誤差信号Esは、符号化部15を経由してパケット処理部11からIP網へ送出される
ように構成されている。
【００３４】
　このように、図1及び3に示した信号変換部2と分離部3とエコー区間検出部4とエコーキ
ャンセラ5はディジタル信号において動作するものとなっている。
【００３５】
　次にこの実施例[1]動作を送信側と受信側とに分けて説明する。
【００３６】
 送信側の動作：
　(1)パケット処理部11でIP網から受信したパケットから受信符号データを取り出す。
【００３７】
　(2)復号化部12で受信符号データを復号化し近端信号(参照信号)Asを生成する。
【００３８】
　(3)信号変換部2の音声判定部2_1で近端信号Asを入力として、この近端信号Asに音声が
含まれているか否かを判定する。
【００３９】
　(4)音声判定部2_1での音声判定結果が「有音」の場合、正弦波加算部2_2にて6kHzの正
弦波(図2(1)に示す特定周波数帯域信号Fs)を発生し且つこれに近端信号Asを加算し送信信
号を生成する。判定結果が「無音」の場合は近端信号Asをそのまま送信信号とする。
【００４０】
　なお、音声判定部2_1は、「有音」のときのみ正弦波を発生し、正弦波加算部2_1は、単
に音声判定部2_1の出力信号と近端信号Asとを加算する加算器でもよい。
【００４１】
　(5)DAC13によりディジタル送信信号Tsをアナログ信号に変換して2線-4線変換器1に送る
。
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 受信側の動作：
　(1)公衆網から2線-4線変換器1を経由して受信したアナログ信号をADC14によりディジタ
ル信号に変換し、受信信号Rsを生成する。
【００４３】
　(2)HPF2_2及びLPF2_1により受信信号Rsを、4kHzを越える高域信号である6kHzの特定周
波数帯域Fsと、4kHz以下の低域信号である非特定周波数帯域Nsとに分離する。
【００４４】
　(3)エコー区間検出部4により高域信号Fsの振幅を予め決めた閾値と比較し、判定結果を
エコー区間信号Epとして出力する。なお、該振幅が該閾値よりも大きい場合はエコー区間
と判定し、閾値より小さい場合は非エコー区間と判定する。
【００４５】
　(4)適応フィルタ5_1は、近端信号Asを参照信号としてフィルタ係数を畳み込んで擬似エ
コー信号Ecを生成し、減算器5_2において、低域信号Nsから擬似エコー信号Ecを減算し出
力信号Osを生成するが、エコー区間信号Epが有効“1”の時のみ出力信号Osを誤差信号Fs
としてフィードバック入力し、そのフィルタ係数を更新する。
【００４６】
　(5)符号化部15により出力信号Osを符号化し、送信符号データを生成する。
【００４７】
　(6)パケット処理部11で送信符号データをパケット化しIP網に送信する。
【００４８】
 ・実施例[2]：図4及び図5
　この実施例は、本発明に係るエコー処理方法及び装置を音声通話装置に適用したもので
ある。このため、この音声通話装置20は、2線-4線変換器1を経由して公衆網に接続されて
いるだけであり、近端信号（参照信号）Asは、マイク21からの音声信号をアナログ/ディ
ジタル変換器(ADC)22を経由して得られたものであり、エコーキャンセラ5の出力信号Osは
、ディジタル/アナログ変換器(DAC)23を経由してスピーカ24から音声信号として出力され
るものである。
【００４９】
　また、信号変換部2は、パワー算出部2_3と挟帯域雑音加算部2_4とで構成されている。
【００５０】
　以下に、この実施例[2]の動作の内、上記の実施例[1]と異なる動作を中心に、送信側と
受信側とに分けて説明する。
【００５１】
 送信側の動作：
　(1)マイク21の音声信号がADC22でディジタル化された近端信号Asとなり、この近端信号
Asはディジタル値X[n](nは時刻)を有する。
【００５２】
　(2)パワー算出部2_3ではX[n]を入力とし、そのパワーP[n](=X[n]*X[n])を算出して出力
する。
【００５３】
　(3)狭帯域雑音加算部2_4ではX[n]とP[n]を入力とし、ディジタル値S[n]の送信信号Tsを
出力する。この場合のS[n]は次式で与えられる。
【００５４】
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【数１】

　上記の式で、N0[n]は4～8kHzの狭帯域雑音(帯域制限された白色雑音)であり、従って、
送信信号Tsは近端信号Asに、4～8kHzの狭帯域雑音が加算された信号となる。なお、図5に
N[n]の算出例(フレーム長＝10サンプルの場合)を示す。
【００５５】
　(4)送信信号S[n]はDAC13でアナログ信号に変換され、送信される。
【００５６】
 受信側の動作：
　(1)2線-4線変換器1からの受信信号がADC14でディジタル化された値R[n]の受信信号Rsと
なる。
【００５７】
　(2)HPF2_2及びLPF2_1によって、ディジタル値R[n]は高域信号H[n]の特定周波数帯域Fs
と、低域信号L[n]の非特定周波数帯域Nsとに分離される。
【００５８】
　(3)エコー区間検出部4では、H[n]のパワーを観測することで、次式に示すとおりエコー
区間Epの検出を行う。
【００５９】
     10 log10(H[n]

2) >閾値Thの時： エコー区間信号EpのJ[n]=1    ・・・式(2)
     10 log10(H[n]

2) <閾値Thの時： エコー区間信号EpのJ[n]=0    ・・・式(3)
　(4)エコーキャンセラ5は、低域信号L[n]と参照信号X[n]から低域信号に含まれるエコー
成分を抑圧してディジタル値Y[n]の出力信号Osを出力する。ここで、エコーパスの推定及
びエコーの抑圧の制御にエコー区間Epの検出結果J[n]が利用される。
【００６０】
　(5)出力信号Y[n]はDAC23でアナログ信号に変換され、スピーカ24から再生される。
【００６１】
 ・実施例[3]：図6及び図7
　この実施例も、上記の実施例[2]と同様に、本発明に係るエコー処理方法及び装置を音
声通話装置20に適用したものである。ただし、信号変換部2が、スペクトル分析部2_5と特
定周波数帯域信号加算部2_6とで構成されている点が上記の実施例[2]と異なっており、信
号変換部2の動作のみについて以下に説明する。
【００６２】
　(1)スペクトル分析部2_5において周波数分析を行い、近端信号AsのスペクトルX(f)(f=0
～4kHz)を求める。
【００６３】
　(2)特定周波数帯域信号加算部2_6では、0～4kHzのスペクトルから、次式に従って4～8k
Hzの特定周波数帯域にシフトしたスペクトル(図7参照。)を生成する。
【００６４】
         X(4000+f)=X(f)*0.1(定数)                     ・・・式(4)
　(3)特定周波数帯域信号加算部2_6では、さらに、スペクトルX(f)にスペクトルX(4000+f
)を加えてスペクトルX’(f)を求め、このスペクトルX’(f)を時間領域に変換して送話信
号Tsとして出力する。
【００６５】
 ・実施例[4]：図8及び図9
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　この実施例も、上記の実施例[2]及び[3]と同様に、本発明に係るエコー処理方法及び装
置を音声通話装置20に適用したものである。ただし、信号変換部2を、ピッチ分析部2_7と
特定周波数帯域信号加算部2_8とで構成した点が異なっており、信号変換部2の動作のみに
ついて以下に説明する。
【００６６】
　(1)ピッチ分析部2_7でピッチ分析を行い、近端信号Asのピッチ周波数foを求める(図9参
照。)。
【００６７】
　(2)特定周波数帯域信号加算部2_8では、ピッチ周波数foから、次式に従って4～8kHzの
特定周波数帯域のスペクトル(同)を生成する。
【００６８】
         ・fがfoの整数倍の時：X’(f)=A        ・・・式(5)
            ただし、Aは予め決めた振幅(定数)
         ・それ以外の時：X’(f)=0              ・・・式(6)
　(3)特定周波数帯域信号加算部2_8では、さらに、近端信号AsのスペクトルX(f)を求め、
これに上記のスペクトルX’(f)を加えたスペクトルX”(f)を求め、これを時間領域に変換
して送話信号Tsとして出力する。
【００６９】
　なお、本発明は、上記実施例によって限定されるものではなく、特許請求の範囲の記載
に基づき、当業者によって種々の変更が可能なことは明らかである。
【００７０】
（付記１）
　近端信号に合わせて特定周波数帯域の信号を生成し該近端信号に加算して送信信号とす
る第1ステップと、
　受信信号を、該特定周波数帯域の信号とそれ以外の帯域の信号に分離する第2ステップ
と、
　該第2ステップで分離された該特定周波数帯域の信号に基づいてエコー区間を検出する
第3ステップと、
　該エコー区間のみ該近端信号に基づいて該特定周波数帯域以外の帯域の信号におけるエ
コー成分の除去又はレベル検出を行う第4ステップと、
　を備えたことを特徴とするエコー処理方法。
（付記２）付記１において、
　各ステップがディジタル信号により実行され、該送信信号がアナログ信号に変換されて
2線-4線変換器に入力されるものであり、該受信信号が2線-4線変換器から出力されてディ
ジタル信号に変換されたものであることを特徴としたエコー処理方法。
（付記３）付記１又は２において、
　該第1ステップが、該近端信号に音声が含まれているか否かを判定するステップと、該
近端信号に音声が含まれていると判定したときのみ該特定周波数帯域の信号を生成して該
近端信号に加算し該送信信号とするステップと、を含むことを特徴としたエコー処理方法
。
（付記４）付記１又は２において、
　該第1ステップが、該近端信号の電力を計算するステップと、該近端信号の電力に基づ
いて該特定周波数帯域の信号を生成し該近端信号に加算し該送信信号とするステップと、
を含むことを特徴としたエコー処理方法。
（付記５）付記１又は２において、
　該第1ステップが、該近端信号のスペクトルを求めるステップと、該スペクトルを該特
定周波数帯域のスペクトルに変換するステップと、該近端信号のスペクトルと該特定周波
数帯域のスペクトルとを加算して時間領域に変換し該送信信号とするステップと、を含む
ことを特徴としたエコー処理方法。
（付記６）付記１又は２において、
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　該第1ステップが、該近端信号のピッチ周波数を求めるステップと、該ピッチ周波数の
整数倍の周波数近傍にのみピッチを持つスペクトルを該特定周波数帯域に生成するステッ
プと、該近端信号のスペクトルを求めて該特定周波数帯域に生成したスペクトルに加算し
て時間領域に変換し該送信信号とするステップと、を含むことを特徴としたエコー処理方
法。
（付記７）付記１又は２において、
　該特定周波数帯域が、所定の周波数以上の高周波帯域であることを特徴としたエコー処
理方法。
（付記８）付記１又は２において、
　該第3ステップが、該特定周波数帯域の信号の振幅又は電力を、所定の閾値と比較し、
該振幅又は電力が該閾値を上回る場合に該エコー区間と判定し、下回る場合には非エコー
区間と判定するステップを含むことを特徴とするエコー処理方法。
（付記９）付記３において、
　該特定周波数帯域の信号が正弦波であることを特徴としたエコー処理方法。
（付記１０）付記４において、
　該特定周波数帯域の信号が狭帯域雑音であることを特徴としたエコー処理方法。
（付記１１）
　近端信号に合わせて特定周波数帯域の信号を生成し該近端信号に加算して送信信号とす
る第1手段と、
　受信信号を、該特定周波数帯域の信号とそれ以外の帯域の信号に分離する第2手段と、
　該第2手段で分離された該特定周波数帯域の信号に基づいてエコー区間を検出する第3手
段と、
　該エコー区間のみ該近端信号に基づいて該特定周波数帯域以外の帯域の信号におけるエ
コー成分の除去又はレベル検出を行う第4手段と、
　を備えたことを特徴とするエコー処理装置。
（付記１２）付記１１において、
　各手段がディジタル信号により実行され、該送信信号がアナログ信号に変換されて2線-
4線変換器に入力されるものであり、該受信信号が2線-4線変換器から出力されてディジタ
ル信号に変換されたものであることを特徴としたエコー処理装置。
（付記１３）付記１１又は１２において、
　該第1手段が、該近端信号に音声が含まれているか否かを判定する手段と、該近端信号
に音声が含まれていると判定したときのみ該特定周波数帯域の信号を生成して該近端信号
に加算する手段と、を含むことを特徴としたエコー処理装置。
（付記１４）付記１１又は１２において、
　該第1手段が、該近端信号の電力を計算する手段と、該近端信号の電力に基づいて該特
定周波数帯域の信号を生成し該近端信号に加算する手段と、を含むことを特徴としたエコ
ー処理装置。
（付記１５）付記１１又は１２において、
　該第1手段が、該近端信号のスペクトルを求める手段と、該スペクトルを該特定周波数
帯域のスペクトルに変換する手段と、該近端信号のスペクトルと該特定周波数帯域のスペ
クトルとを加算して時間領域に変換し該送信信号とする手段と、を含むことを特徴とした
エコー処理装置。
（付記１６）付記１１又は１２において、
　該第1手段が、該近端信号のピッチ周波数を求める手段と、該ピッチ周波数の整数倍の
周波数近傍にのみピッチを持つスペクトルを該特定周波数帯域に生成する手段と、該近端
信号のスペクトルを求めて該特定周波数帯域に生成したスペクトルに加算して時間領域に
変換し該送信信号とする手段と、を含むことを特徴としたエコー処理装置。
（付記１７）付記１１又は１２において、
　該特定周波数帯域が、所定の周波数以上の高周波帯域であることを特徴としたエコー処
理装置。（図２）
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（付記１８）付記１１又は１２において、
　該第3手段が、該特定周波数帯域の信号の振幅又は電力を、所定の閾値と比較し、該振
幅又は電力が該閾値を上回る場合に該エコー区間と判定し、下回る場合には非エコー区間
と判定する手段を含むことを特徴とするエコー処理装置。
（付記１９）付記１５において、
　該特定周波数帯域の信号が正弦波であることを特徴としたエコー処理装置。
（付記２０）付記１６において、
　該特定周波数帯域の信号が狭帯域雑音であることを特徴としたエコー処理装置。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明に係るエコー処理方法及び装置の構成原理を示したブロック図である。
【図２】図1に示した本発明の動作原理を示した周波数特性図である。
【図３】本発明に係るエコー処理方法及び装置の実施例[1]の構成を示したブロック図で
ある。
【図４】本発明に係るエコー処理方法及び装置の実施例[2]の構成を示したブロック図で
ある。
【図５】図4に示した実施例[2]におけるN[n]の算出例（フレーム長=10サンプルの場合）
を示した図である。
【図６】本発明に係るエコー処理方法及び装置の実施例[3]の構成を示したブロック図で
ある。
【図７】図6に示した実施例[3]の動作原理を示した周波数特性図である。
【図８】本発明に係るエコー処理方法及び装置の実施例[4]の構成を示したブロック図で
ある。
【図９】図8に示した実施例[4]の動作原理を示した周波数特性図である。
【図１０】一般的な回線エコーを説明したブロック図である。
【図１１】一般的なエコーキャンセラの構成例を示したブロック図である。
【図１２】一般的なエコー検出方式の構成例を示したブロック図である。
【符号の説明】
【００７２】
　1　2線-4線変換器
　2　信号変換部
　2_1　音声判定部
　2_2　正弦波加算部
　2_3　パワー算出部
　2_4　狭帯域雑音加算部
　2_5　スペクトル分析部
　2_6, 2_8　特定周波数帯域信号加算部
　2_7　ピッチ分析部
　3　分離部
　3_1　ローパスフィルタ(LPF)
　3_2　ハイパスフィルタ(HPF)
　4　エコー区間検出部
　5　エコーキャンセラ（又はエコーレベル測定器）
　5_1　適応フィルタ
　5_2　減算器
　10　IP構内交換機
　11　パケット処理部
　12　復号化部
　13, 23　ディジタル/アナログ変換器(DAC)
　14, 22　アナログ/ディジタル変換器ADC
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　15　符号化部
　20　音声通話装置
　21　マイク
　24　スピーカ
　図中、同一符号は同一又は相当部分を示す。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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